
水害経験と備える知恵（竜王町鵜川）

■かさ上げ
鵜川の集落では、昔から水害の経験により、
30cm程かさ上げしている家が多い。

大正時代に決壊した

■注意する場所
・川がカーブしていて、いつも
同じ場所で堤防がくずれた。

・大水の時には隣の
集落の薬師まで水が
浸いた。

■昭和３４年伊勢湾台風時
・「こみしょ」と呼ばれている
田んぼが浸水した。

■竹流し
・昭和60年頃、堤防が決壊しそう
だったため、堤防の竹を切り出して
竹流しをした。

■鵜川天満宮
・昭和20年代までは、神社の中に
遊水池のような場所があった。

■神部橋
・神部橋はよく流されていた。そのたびに
堤防から松を切り出し、橋をつくり直した。

■こみしょ
・祖父川と惣四郎川に
はさまれた場所にある
田んぼは、「よく水が
混む」ことから、「こ
みしょ」と呼ばれてい
る。

■島の遊水池

■惣四郎川
・堤防が低く、歩
いて渡れるほどの
川だった。

■堤防
・右岸川の堤防が約10cmに渡って
低くなっていたが、平成19年に同
じ高さにされた。
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